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秋祭り
　自然の恵みに感謝し、豊作を祝って町内各
地で恒例の秋祭りが行われました。近年、乗
り子や踊り子、獅子舞、御神輿の担ぎ手も少
なくなっているようですが、伝統芸能を守る
地域住民や保存会の努力によって、今年も秋
の風物詩として私たちを楽しませてくれまし
た。
　10月16日には、大寺亀山神社の秋祭りが
行われ、神主さんによる祈祷を受けた後、大
人たちのかつぐ御神輿や子どもたちが乗る屋
台が、地域内を練り歩きました。
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平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
三
日
、
川
端
の
漆

原
カ
ヅ
ヱ
さ
ん
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
徳
島
県

知
事
か
ら
祝
状
と
祝
い
金
、
板
野
町
長
か
ら
も

祝
状
と
祝
い
金
・
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
百
歳
以
上
は
、
漆

原
さ
ん
を
含
め
て
七
人
（
女

性
六
人
・
男
性
一
人
）
に
な

り
ま
し
た
。

百百  

歳歳

　

お
め
で
と
う

　

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
　

ご
ざ
い
ま
す

　
『
彩
り
の
舘
』（
板
野
町
歴
史
文
化
公
園
内
）
に
お
い

て
、
誰
も
が
働
き
や
す
く
子
育
て
し
や
す
い
環
境
・
雇

用
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
企
業
誘
致

に
、
か
ね
て
よ
り
合
意
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
株
式
会

社
テ
レ
コ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
『
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
板
野
町
』
の
開
所
式
が
、
九
月
十
九
日
（
月
）
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
誘
致
事
業
計
画
は
、
地
方
創
生
事
業
に
お
い
て
板

野
町
版
総
合
戦
略
の
重
点
的
テ
ー
マ
で
あ
る
「
徳
島
版

地
方
創
生
特
区
」
第
一
号
と
し
て
認
定
さ
れ
た
『
新
南

海
道
再
興
戦
略
特
区
』
の
取
り
組
み
の
中
で
、
利
用
頻

度
・
事
業
効
果
が
低
い
公
共
施
設
を
用
途
変
更
し
進
め

ら
れ
た
も
の
で
、
地
元
を
中
心
に
約
五
十
名
程
度
の
雇

用
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
募
集
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
の

で
、
株
式
会

社
テ
レ
コ
メ

デ
ィ
ア
へ
お

気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

  

板
野
町（『
彩
り
の
舘
』）開
所
式

板
野
町（『
彩
り
の
舘
』）開
所
式株式会社テレコメディア

　☎ 0120－270－270
お問い合わせ先

板板野野町町 　9月19日、文化の館さくらホールにおいて
板野町敬老会が開催され、約250人の方々に出
席をいただきました。
　90歳、米寿、80歳の節目の方、ダイヤモン

ド婚及び金婚を迎えられた皆様に記念品が贈られました。
　町内小・中学校の児童生徒による敬老作文の発表や、ひまわり劇団
による交通安全啓発劇が上演され、出席された皆さんはとても楽しい
ひとときを過ごされていました。

▲町内小・中学校の児童生徒による敬老作文発表▲ひまわり劇団によるアトラクションの交通安全啓発劇

▼
佐野忠臣さんからの謝辞

敬 老 会

下段右から 3人目が漆原さん
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板
野
町
教
育
委
員
に

板
野
町
教
育
委
員
に

　

木
原
容
子
氏
、
近
藤
良
博
氏
を
再
任

　

木
原
容
子
氏
、
近
藤
良
博
氏
を
再
任

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

板
野
町
議
会
定
例
会
が
九
月
五
日
よ
り
開
催
さ
れ
、
教
育
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
う
選
任
を
審
議
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
木
原
容
子

氏
、
近
藤
良
博
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
九
月
三
十
日

ま
で
で
す
。

　

第
68
回人　

権　

週　

間

　

毎
年
十
二
月
十
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

『
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
、
育
て

よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
』
を
重
点
目
標
に
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る　

啓
発
活
動

　

日　

時　

十
二
月
五
日
（
月
）

●
町
内
巡
回

　
　

午
前
九
時
か
ら
広
報
車
に
よ
る
町
内
巡
回
啓
発
と
特
設
人
権
相
談

所
案
内
チ
ラ
シ
と
共
に
啓
発
物
品
の
配
布

●
特
設
人
権
相
談
所

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時

　

板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー
二
階
小
会
議
室

　

相
談
は
、
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
6
7
2

－

5
9
8
8

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

  

助
成
事
業

助
成
事
業

　

今
年
度
、那
東
獅
子
保
存
会
が
、宝
く
じ
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
獅
子
舞
の
備
品
を
購
入
し
、
整
備

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
に
よ
り
、
一
層
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課 

☎
六
七
二

－

五
九
八
八

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
九
月
三
十

日
に
「
全
国
一
斉
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
」
と
し

て
交
通
安
全
協
会
板
野
分
会
や
板
野
町
交
通
安
全

母
の
会
、
板
野
郵
便
局
、
板
野
署
、
板
野
地
区
交

通
安
全
教
育
指
導
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
阿
波
銀
行
板
野
支
店

前
の
交
差
点
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
十
二
日
に
は
、
徳
島
工
業
短
期
大

学
交
通
安
全
協
議
会
の
学
生
の
皆
さ
ん
や
教
職
員

の
方
々
と
共
に
、
Ｊ
Ａ
板
野
郡
旧
松
坂
支
所
松
坂

集
荷
場
前
で
交
通
安
全
の
啓
発
物
等
を
配
布
し
、

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲秋の全国交通安全運動

▲徳島工業短期大学交通安全キャンペーン
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板野保育園・板野わかば保育園

平成29年度 平成29年度 園 児 募 集園 児 募 集
♥募集人数　　板野保育園　135名／板野わかば保育園　70名

♥受付期間　　平成28年11月14日（月）～平成28年11月25日（金）
　※ 4月入園は、期間内に申し込まれた方で利用調整を行い決定します。
　上記期間以降も申し込みは可能ですが、期間内に申し込みされた方を利用調整したのちに、利用枠に余裕がある
　場合にのみ利用調整いたします。

♥該当する乳幼児
・平成 23年 4月 2日～平成 28年 4月 1日までに生まれた幼児
・平成 28年 4月 2日～平成 28年 8月 1日までに生まれた乳児
・板野町保育園設置及び管理に関する条例施行規則の規定により保育が必要な児童と認められる者

♥入園申込
　必要な書類は、各保育園または役場住民課に用意しています。
　同一世帯で 2人以上の児童が申し込む場合は、それぞれの児童ごとに申込書を提出してください。
　詳しいことは、各保育園・役場住民課でおたずねください。

● お問い合わせ ●
板野保育園 ☎672－2101／板野わかば保育園 ☎672－3500／役場住民課 ☎672－5984

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
企
画
と
共
に
フ
ァ
ミ

サ
ポ
説
明
・
登
録
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

「
サ
ン
タ
ク
リ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！
」

　

日　

時
：
十
二
月
十
四
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

　

場　

所
：
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー
二
階

　
　
　
　
　

大
会
議
室

　

参
加
費
：
無
料

　

定　

員
：
二
十
名

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

病
児
・
病
後
児
預
か
り
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
10
月
よ
り
、
病
児
・
病
後
児
預
か
り

サ
ポ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
病
児
・
病
後
児
施

設
へ
の
送
迎
、
子
ど
も
さ
ん
の
体
調
不
良
時
の
急

な
お
迎
え
等
に
つ
い
て
、「
病
児
・
病
後
児
預
か
り
」

の
研
修
を
修
了
し
た
提
供
会
員
が
、
お
子
さ
ん
を

一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

る
に
は
事
前
に
登
録
申
込
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
：

　

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

☎
6
9
3

－

3
0
3
3

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

よ
っ
と
い
ｄ
ａ
ｙ
!!　

in 

板
野

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

葉っぱの下に、こんなにお芋は並んでいるんですよ！

さ
つ
ま
い
も

　

十
月
十
三
日
、
板
野
東
幼
稚
園
の
園
児

八
十
六
人
が
松
田
政
直
さ
ん
の
畑
で
さ
つ
ま
い

も
の
収
穫
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

土
を
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

大
き
さ
の
さ
つ
ま
い
も
を
見
つ
け
る
た
び
に
、

大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
さ
つ
ま
い
も
を
収
穫
し
た
園
児
た
ち

は
、「
見
て
〜
!!
」
と
自
分
が
掘
っ
た
さ
つ
ま

い
も
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

収収

穫

体体

験験
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平成27年度決算
一般会計・特別会計・水道事業会計

【歳入総額】99億2，242万円　【歳出総額】96億2，240万円

平
成
27
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
公
表

「
財
政
健
全
化
法
」
と
は
、
財
政
の
健
全
さ
を
計
る
指
標
に
よ
り
、
地
方

財
政
の
再
建
の
枠
組
み
を
定
め
た
法
律
で
、
そ
れ
ま
で
対
象
か
ら
外
れ
て

い
た
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会
計
、
さ
ら
に
は
土

地
開
発
公
社
な
ど
の
会
計
も
合
わ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

板
野
町
の
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況
は
、
全
て
の
指
標
が
基
準
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
財
政
の
健
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）」第 3条第 1項に基づく
健全化判断比率及び同法第22条第 1項に基づく資金不足比率について次のとおり公表します。

項　　　目
比率

（％）

基　準　値　　
（％）

状況・分析
早期健全化
基 準

財 政 再 生
基 準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率
一般会計等における赤字
状態の深刻度を表す比率

－ 15．00 20．00
昨年度に引き続き、
赤字ではありません
でした。

連結実質赤字比率
赤字隠しを防ぐため、全
ての会計における赤字状
態の深刻度を表す比率

－ 20．00 30．00

実質公債費比率
借入金返済の資金繰りに
おける危険度を表す比率

11．3 25．0 35．0

借入金返済額の減少
などにより、昨年度
より 0.6％減少しま
した。

将来負担比率
借入残高や他団体への負
担が将来財政をどの程度
圧迫するかを表す比率

－ 350．0
昨年度に引き続き、
比率が算定されませ
んでした。

資金不
足比率

水 道 事 業 － （経営健全化基準）
20．0

昨年度に引き続き、
両事業とも資金不足
額は生じていません。公共下水道事業 －

歳 出 歳 入一 般 会 計
　歳出決算額は、60億3，902万円で前年度と比べると 3
億3，038万円の減額（－5．2％）となりました。
　目的別では、道路の新設・改良や橋梁の修繕などの土
木費が 4億837万円、消防組合負担金や簡易備蓄倉庫整
備事業などの消防費が2，800万円増加し、教育費は 5億
2，616万円、総務費は 1億9，751万円それぞれ減額とな
りました。
　性質別でみると、物件費が 1億5，377万円、積立金が
8，198万円それぞれ増加し、一方で普通建設事業費が4億
4，488万円の減額となりました。なお、公債費が
1，273万円減少し、地方債残高も起債額が償還額を下
回ったため、1億9，956万円の減少となりました。
　財政状況は依然として厳しいですが、子育て支援策の
充実と安全・安心の確保を最優先課題と位置づけた事業
の推進を図ることで、町民一人ひとりが快適に暮らせる
よう財政運営に努めました。

　一般会計の歳入決算額は、62億3，920万円で、前年度
比で 5億2，898万円の減額（－7．8％）となりました。
　歳入額を財源別にみると、町税、使用料及び手数料な
どの自主財源が、前年度と比べて10．3％減の30億4，103
万円で、歳入総額の48．7％となりました。このうち皆さ
んに納めていただいた町税は14億6，531万円で、歳入全
体の23．5％を占めています。
　一方、国・県支出金や町債、地方交付税などの依存財
源は、前年度と比べ5．3％減の31億9，817万円で、歳入
総額の51．3％となりました。このうち、地方交付税は
15億8，428万円で、歳入全体の25．4％を占めています。
　国や県からの交付金や補助金などの依存財源が歳入全
体の半分以上を占めており、町の財政基盤の脆弱さを表
しています。

大切な税金の使い道

　平成27年度の一般会計、特別会計及び水道事業会計の決算が、町議会の 9月定例会で認定されました。
　町民の皆さんが納めた税金などがどのように使われたのか、現在の板野町の財政がどのような状況なのかについての
概要を、『あせびちゃんと弁慶くんの家計簿』とともにお知らせします。
　なお、平成27年度特別会計等については、「広報いたの すがお12月号」に掲載します。
※ 1万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

●お問い合わせ●
役場総務課 ☎672－5980

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●
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町税の内訳
町民税（個人） 4億8，968万円 （2．5％減）
町民税（法人） 1億2，676万円（69．8％減）
固定資産税 6億9，994万円 （0．5％増）
軽自動車税 3，774万円 （4．0％増）
町たばこ税 1億1，119万円 （5．0％減）
合　計 14億6，531万円（17．3％減）

※　（　　）内は前年度比

町民 1人当たり
納税額 107，255円（16．3％減）
歳出額 442，030円 （4．0％減）

※　（　　）内は前年度比
平成 28年 3月31日現在　人口13，662人

1世帯当たり
納税額 263，830円（17．3％減）
歳出額 1，087，327円 （5．2％減）

※　（　　）内は前年度比
平成28年3月31日現在　5，554世帯

歳入合計
62億3,920万円

自主財源
　30億4,103万円
　　　　　48.7％

依存財源
　31億9,817万円
　　　　　51.3％

その他（依存財源）＊2
4,880万円　0.7％

町税
14億6,531万円
23.5％

分担金・負担金
1億942万円　1.7％

使用料・手数料
1億7,938万円　2.9％

財産収入
1,182万円　0.2％

繰入金
7億8,526万円
12.6％

繰越金
3億9,879万円
6.4％

その他（自主財源）＊1　9,105万円　1.4％
地方譲与税　8,272万円　1.3％

地方消費税交付金
2億4,641万円　4.0％

国庫支出金
5億3,993万円
8.7％

地方交付税
15億8,428万円
25.4％

県支出金
3億7,848万円
6.1％

町債　3億1,755万円　5.1％

＊1 その他（自主財源）…寄附金、諸収入
＊2 その他（依存財源）…利子割、配当割、株式等譲渡所得割、自動車取得税、地方特例、
　　　　　　　　　　　交通安全対策特別の各交付金

項　　　目 指標（前年度比） 説　　　　　　　　　　明

経常収支比率 94．0％ （＋6．2） 　財政構造の弾力性を判断するための指標。地方税・普通交付税など毎年決
まって収入される一般財源 (経常一般財源 )が、人件費・扶助費 (医療費助
成など )・公債費 (借入金の返済 )のように毎年決まって支出される経費（経
常的経費）にどの程度使われているかを示す割合。
　この比率が高いほど経常的経費が財政を圧迫し、財政構造の弾力性が低い
といえる。

うち人件費 25．7％ （＋0．3）

うち公債費 15．6％ （＋0．8）

うち物件費 15．0％ （＋3．3）

実質収支比率 4．6％ （－6．3） 　実質収支を標準財政規模で割った指標。通常３～５％が適当とされている。

財政力指数 0．51％（＋0．02） 　財政基盤の強さを示す指標。１を超えると普通交付税が交付されない。

標準財政規模 36億5，398万円 （＋1億1，515万円） 　地方公共団体の標準的な一般財源の収入額を表す。

歳出合計
60億3,902万円
【性質別】

義務的経費
　23億2,405万円
　　　　　38.5％

その他の経費
　31億4,443万円
　　　　　52.1％

人件費
10億3,172万円
17.1％

公債費
5億6,441万円
9.3％

普通建設事業費
5億7,054万円
9.4％

物件費
9億1,552万円
15.2％

積立金
8億5,172万円
14.1％

維持補修費
1,951万円　0.3％

投資的経費
　5億7,054万円
　　　　　9.4％

扶助費
7億2,792万円
12.1％

補助費等
7億9,725万円
13.2％

繰出金
5億6,043万円
9.3％

町民一人当たりに使った金額　442，030円

※特別会計繰出金及び基金積立金については、それぞれの目的別に振り分けて計上しています。

①議会費

　

6,263円（1.4％）

②総務費

　

86,144円（19.5％）

③民生費

　

138,493円（31.3％）

④衛生費

　

37,847円（8.6％）

⑤農林水産費

　

6,782円（1.5％）

⑥商工費

　

8,287円（1.9％）

⑦土木費

　

59,710円（13.5％）

⑧消防費

　

17,957円（4.1％）

⑨教育費

　

39,234円（8.9％）

⑩災害復旧費

　

0円（－％）

⑪公債費

　

41,313円（9.3％）

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●
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一 般 会 計 の 主 な 実 施 事 業
第 5次振興計画の実現に向けて取り組みました

◆寄附金額◆ （平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日） ◆寄附をいただいた方々◆（寄附日順）

板野町の取り組み 件数 金　　額 お　名　前 ご住所
○みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり 6件 1，440，000円 小川　武史 様 徳島県
○安全で美しい田園空間づくり 5件 160，000円 尾上　邦雄 様 愛知県
○学びと文化が香るまちづくり 6件 210，000円 新野　秀樹 様 徳島県
○協働によるまちづくり 2件 510，000円 西川　　清 様 香川県
○その他 3件 740，000円 ※公表に同意いただいた方のみ掲載しています。

合　　　　計 22件 3，060，000円

がんばる板野町への応援、
　大変ありがとうございます。
みなさまからの温かいご寄附に心より感謝します。

　平成27年度は「第 5次振興計画」の初年度です。
　 6つの施策の柱ごとに，主な事業の成果などを紹介
します。

みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり
■予防接種事業   1，946万円
■健康増進法に基づく健診事業   1，154万円
■児童館運営事業   3，389万円
■児童手当給付事業   1億9，028万円
■子どもはぐくみ医療助成事業   6，372万円
■臨時福祉給付金給付事業   2，045万円
■社会福祉協議会事業   1，829万円
■重度心身障害者医療費助成事業   3，728万円
■障害福祉サービス事業   3億5，380万円
■障害者自立支援給付事業   3，417万円

安全で美しい田園空間づくり
■消防防災体制強化事業   1，846万円
■保育園耐震補強事業   1億700万円
■資源ごみ等リサイクル推進事業   1，221万円
■板野東小学校大坂分校太陽光パネル設置事業
　　　　　   1，809万円
■し尿処理施設改修等事業   2，076万円
■合併浄化槽設置助成事業   668万円

人・もの・情報が集う都市基盤づくり
■防犯灯整備・維持管理事業   898万円
■町道231号線交差点改良事業   3，045万円
■橋梁長寿命化修繕事業   6，199万円
■町単独土木事業   6，696万円
■交通安全施設整備事業   382万円
■町営住宅維持管理事業   4，630万円

学びと文化が香るまちづくり
■幼稚園運営事業   1，234万円
■学校運営事業   7，935万円
■学校給食事業   1億3，980万円
■体育施設管理運営事業   2，327万円
■あさんフェスティバル開催事業   400万円
■歴史文化公園管理運営事業   5，137万円

協働によるまちづくり
■町民センター管理事業   539万円
■公会堂運営事業   1，462万円
■青少年健全育成運動推進事業   664万円
■社会保障・税番号制度システム整備事業
　　　　　   3，786万円

■農産物六次産業化促進事業   952万円
■新規就農総合支援事業   300万円
■鳥獣被害対策等事業   572万円
■町内限定プレミアム付商品券発行費補助事業
   870万円

■プレミアム付地域商品券発行費負担事業   633万円
■サテライトオフィス誘致事業   594万円
■消費者生活対策事業   694万円
■あせび温泉やすらぎの郷運営事業   7，693万円
■道の駅整備事業   230万円

連携強化による産業づくり

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●
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平成27年度　板野町の基金の状況

区　　分 平成26年度末
現　在　高

平成27年度増減額 平成27年度末
現　在　高 目　　　的

積立額 取崩額

財政調整基金 6億6，871万円 389万円 2，134万円 6億5，126万円 長期にわたる財政の健全な運営

減債基金 6億7，485万円 3億4，600万円 2億5，725万円 7億6，360万円 公債費の元利償還金・繰上
償還資金への充当

役場庁舎改築等基金 9億6，100万円 3，000万円 0 9億9，100万円 役場庁舎の改築及び土地の取得

公共施設等整備基金 3億9，625万円 1億710万円 1億1，700万円 3億8，635万円 町の公共施設の整備充実

地域づくり推進基金 3億6，212万円 0 3億6，212万円 0 町の特性を活かした個性豊か
な地域づくり，地域の活性化

地方創生基金 0 3億5，830万円 0 3億5，830万円 町の特性を活かした住みよい
豊かなふるさと創生の推進

ふるさと応援基金 0 631万円 0 631万円
町内外の個人・団体から
募ったふるさと寄附金を財
源とした各種事業の展開

吉野川北岸農業用水
推進事業基金 2，519万円 1万円 0 2，520万円 吉野川北岸農業用水事業の

推進，地域農業の再編成

産業振興資本管理基金 2億5，497万円 3万円 1，100万円 2億4，400万円
産業団地の洪水調整池，水路
溝等防災施設の保全管理及び
企業立地促進奨励金の交付

あせび温泉やすらぎの郷
改築等基金 8，251万円 3万円 200万円 8，054万円 あせび温泉やすらぎの郷の改築

高齢者保健福祉基金 1億8，711万円 5万円 280万円 1億8，436万円
町の特性に応じた高齢者保健福
祉の増進，地域在宅福祉の向上
と健康づくり等の事業推進

合　　計 36億1，272万円 8億5，172万円 7億7，351万円 36億9，093万円

平成27年度　板野町の地方債の状況

区　　　　　分 平成26年度末
現　在　高

平成27年度増減額 平成27年度末
現　在　高発行額 元金償還額

一般会計債 45億3,122万円 3億1,755万円 5億1,711万円 43億3,166万円

民生債 1億4,369万円 3,290万円 6,832万円 1億827万円

公営住宅債 1億2,855万円 0 1,959万円 1億896万円

衛生債 1,100万円 0 1,100万円 0

農林水産業債 2億5,051万円 0 2,713万円 2億2,338万円

土木債 5億6,853万円 4,670万円 9,428万円 5億2,095万円

消防債 3,613万円 1,440万円 1,365万円 3,688万円

教育債 3億8,434万円 0 6,769万円 3億1,665万円

総務債 30億846万円 2億2,355万円 2億1,545万円 30億1,656万円

公営企業債 28億8,143万円 1億1,670万円 1億2,821万円 28億6,992万円

水道事業債 8億7,118万円 2,500万円 4,990万円 8億4,628万円

下水道事業債 20億1,025万円 9,170万円 7,831万円 20億2,364万円

合　　　　　計 74億1,265万円 4億3,425万円 6億4,532万円 72億158万円
＊災害復旧事業債は，農林水産業債及び土木債に含めています。
＊総務債には，減税補てん債や臨時税収補てん債及び臨時財政対策債を含めています。
＊平成 27年度末現在高合計額のうち43億8，370万円は，地方交付税として後年度に国から補てんされます。
　　（一般会計債分34億1，171万円，公営企業（下水道事業）債分9億7，199万円）

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●
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板野町の財政を一般家庭に例えると…
町の財政をわかりやすくするために、

平成27年度一般会計決算を家計簿にしてみました。
【町の財政にはいろいろな収入や支出があり、普通の家計とは仕組
みが異なりますが、数値を千分の１に置き換えてつくっています】

　あせびちゃんと弁慶くんちの平成27年度の支出は、食費や医療費・借金の返済など必ず支払わなければならな
い「義務的経費」が233万円、家や庭の建築・改修など自分の資産を増やすための「投資的経費」が57万円、生
活費や車などの修理代、子どもへの仕送り等の「その他の経費」が314万円で、合計すると年間の支出は 604万
円（対前年度比－33万円）でした。
　一方、基本的な収入は「給料 (基本給・諸手当 )」と「パート収入｣、「親からの仕送り」及び「繰越金」で514
万円と昨年度から16万円の減額となり、90万円の収入不足が生じました。基本的な収入が減少した主な要因は、
給料（基本給）や親からの仕送りなどが減少したためです。一方、収入不足が生じた主な要因としては、基本的
な収入が減少したことに加え、生活費が大きく増加したことが挙げられます。
　収入の不足分は、「借金」や「貯金の取り崩し」をすることで何とかやりくりし、支出面でも「投
資的経費」を抑えた結果『20万円』の黒字となり、取り崩した貯金も積み戻すことができました。
※　公債費や町債の残高は順調に減少していますが、庁舎耐震事業や給食センター建設事業に
係る町債の償還が順次始まることから公債費の増加が懸念されるとともに、扶助費もこれか
ら増加することが想定されるため、物件費などの更なる経費削減、町税の徴収率向上など財
源確保を図ることで、堅実な財政運営に努めます。

あせびちゃんと弁慶くんの家計簿あせびちゃんと弁慶くんの家計簿

収 入

現
金
収
入

給料（基本給）
（町税） 147万円（－305，900円）

給料（諸手当）
（地方交付税、譲与税・交付金）196万円 （＋56，900円）

パート収入
（使用料・手数料など） 39万円 （－33，000円）

親からの仕送り
（国庫支出金・県支出金） 92万円 （－49，200円）

そ
の
他
収
入

借金
（町債） 32万円（－185，900円）

貯金の取り崩し
（繰入金） 78万円 （－32，700円）

繰越金
（繰越金） 40万円 （＋20，800円）

収入合計 624万円（－529，000円）

　借金及び貯金の総額
　（千分の１に置き換え）
　　　　借金の残高　・・・・・・・・
　　　　（町債・債務負担行為の残高）
　　　　貯金の残高　・・・・・・・・
　　　　（積立金・貸付金など）

456万円
（－234，800円）

401万円
（＋70，800円）

支 出

義
務
的
経
費

食費
（人件費） 103万円 （－42，700円）

医療費
（扶助費） 73万円 （－51，500円）

借金の返済
（公債費） 57万円 （－12，700円）

経
費

投
資
的
家や庭の建築・改修
（普通建設・災害復旧事業費） 57万円（－458，800円）

そ
の
他
の
経
費

生活費
（物件費・補助費等） 171万円（＋288，100円）

車・家電品の修理代
（維持補修費） 2万円 （＋6，600円）

子どもへの仕送り
（他会計などへの繰出金） 56万円（－141，400円）

貯金
（積立金・貸付金など） 85万円 （＋82，000円）

支出合計 604万円（－330，400円）

　差引（収入－支出） 20万円（－198,600円）

147万円（ 305 900円）

前年度からの増減

103万円 （ 42 700円）

前年度からの増減

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●
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平成29年 4 月からコンビニ交付がはじまります

　平成29年 4月から、コンビニエンスストアで住民票や印鑑証明書などの証明書を交付するサービス
（コンビニ交付）がはじまります。今月号では、コンビニ交付に関する注意事項についてお知らせします。

☞次の情報を含む証明書はコンビニでは交付できませんので、役場住民課窓口で申請してください。
　●住民票コード入り、個人番号入りの住民票の写し
　●転出者や死亡者などの住民票（除票）の写し
　●証明書の交付制限を受けている方（住居情報の保護措置を受けている方など）の住民票の写し
　●住民票記載事項証明

☞印鑑登録証明書をコンビニで取得できるのは、すでに印鑑登録をしている方に限ります。また、印
鑑登録証（緑色のカード）ではコンビニ交付サービスはご利用いただけません。

☞町の手数料条例により手数料が免除となる場合（軽自動車登録用住民票など）でも、コンビニ交付
を利用すると証明書取得に交付手数料がかかります。後からの返金はできませんので、ご注意くだ
さい。手数料免除をご希望の方は、役場住民課窓口にて証明書を取得してください。

☞戸籍の届出等を行った場合、届出内容が反映されるまで数日～一週間程度かかります。その間は証
明書を取得することはできません。住所等を変更された場合も、変更内容が反映されるまで、2日
程度かかります。また、個人番号カード交付後、コンビニ交付が利用できるまでに、2日程度要し
ますのでご留意ください。

☞15歳未満の方、成年被後見人の方は、コンビニ交付サービスはご利用いただけません。

☞所得課税証明については、
　●賦課期日の 1月 1日に板野町に住民記録がある方
　●障害年金や遺族年金以外の年金収入がある方
　●給与収入や確定申告をしている方
　●上記のいずれかに該当する方に扶養にとられている方
のいずれかに該当する方に限ります。
　また、現在の住所地が町外である方は、コンビニ交付により証明書を取得することはできませんので、
役場税務課窓口で取得してください。
　なお、4月から 6月中旬までは前年度分、それ以外の期間は現年度分のみとなりますのでご注意く
ださい。

～住民基本台帳カードに電子証明書を搭載されている方へ～
　電子証明書の有効期間をご確認ください！
　住民基本台帳カードの電子証明書は、有効期間満了日まで利用することが可能ですが、有効期間満
了後は、住民基本台帳カードでの電子証明書の更新はできません。有効期間をご確認いただき、平成
28年分の確定申告を控えた時期に期間満了を迎える方は、お早めにマイナンバーカードの交付申請を
お願いします。（交付には、約 1ヶ月程度かかります。）

※コンビニ交付の利用には、マイナンバーカード（4桁の暗証番号
　（利用者用電子証明書）が設定されているもの）が必要です。

コンビニ交付、マイナンバーカードに関するお問い合わせ
　役場住民課戸籍係　☎672－5985
税証明に関するお問い合わせ
　役場税務課　　　　☎672－5983

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●
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エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
職
員
募
集

【
採
用
予
定
職
種
】

　

●
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
が
制
作
す
る
自
主
放
送
番
組
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
出
演
、

番
組
企
画
、
取
材
及
び
番
組
編
集
等
の
業
務

【
受
験
資
格
】

　

●
昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
採
用
予
定
人
数
】

　

●
一
名

【
採
用
時
期
】

　

●
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
（
試
用
期
間
あ
り
）

【
試
験
の
日
程
】

　

●
第
一
次
試
験　

一
般
教
養
及
び
小
論
文

　
　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
下
旬

　

●
第
二
次
試
験　

面
接
及
び
実
技

　
　
　

平
成
二
十
九
年
二
月
下
旬
（
一
次
試
験
合
格
者
）

【
提
出
書
類
】

　

●
履
歴
書
（
六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
貼
付
）

【
応
募
方
法
】

　

●
郵
送
又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
込
み
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
、
必
ず
「
書
留
郵
便
」
に
よ
り
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
限
】

　

●
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
（
月
）

　
　

受
付
時
間  

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で（
営
業
日 

月
曜
日
〜
金
曜
日
）

　
　

郵
送
の
場
合
は
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
（
月
）
午
後
五
時
ま
で
に
必
着
の
こ
と

※
受
付
期
限
を
過
ぎ
て
の
申
込
み
は
一
切
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。　
　

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
株
式
会
社

　
　
　
　

〒
七
七
一

－

一
二
二
〇　

徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町
東
中
富
字
朏
傍
示
一
五

－

四

　
　
　
　

☎
六
九
二

－

八
二
二
三

消費生活相談所からのお知らせ

平成28年度 第 5回「おさいふ学ミニ講座」開講のお知らせ
　日　時：11月21日（月）
　　　　　午後 1時30分～ 3時
　テーマ：法律トラブル
　　※講演時間は、1時間程度を予定
　講　師：弁護士　坂田　知範 氏
　場　所：板野町町民センター 1階　多目的ホール（板野町大寺字亀山西169－5）
　　　　　　　参加をご希望の方は、板野町消費生活相談所までお申込みください。（当日受付も可能）

●ワンクリック詐欺の対処法
　スマートフォンで無料動画を見ようとしたらアダルトサイ
トにつながり、勝手に会員登録され、高額料金の請求を受け
ているというトラブルが増加しております。
【アドバイス】
　有料サイトを契約した覚えがない場合は、請求画面が表示
されても、絶対に業者に連絡してはいけません。無視をする
ことがいちばんの対処法です。困った場合は板野町消費生活
相談所までご相談ください。

●来所、電話、訪問での相談を受付けています。
〈相談受付時間〉月曜日～金曜日
　　　　　　　 午前 9時～午後 3時

※土・日・祝日・年末年始はお休みです。
　　9月の相談件数は25件でした。

お問い合わせ
板野町消費生活相談所

むつとしたら救急！

☎６７２－６０９９

フリーダイヤル
　　　　　　　　　　　　　なやみ　　いつもないない

☎０１２０－７８３－５７７

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●
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お元気ですか 保健師です。お元気でお元気ですか 保健師か 保健師です。

12月の総合健診の受付が始まりました !!

月　日

国保特定健診
後期高齢者健診
30歳代健診
生活保護健診

結核
肺がん
検診

胃がん
検診

大腸がん
検診

乳がん
検診

前立腺
がん
検診

肝炎
ウイルス
検診

腹部
超音波
検診

12月 3 日（土） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月16日（金） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月17日（土） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　【受 付 時 間】午前 8時～10時
　　【健 診 会 場】町民センター
　　【予約の方法】11月 1日（火）より予約開始　午前 8時30分～午後 5時（土日祝を除く）
　　　　　　　　予約後、問診票を窓口手渡しまたはご自宅に郵送します。
　　　　　　　　健康相談室（町民センター内）までご連絡ください。　☎672－5580

＊乳がん検診は先着30名、超音波検診は先着35名まで。
＊予約状況により混雑緩和のため受付時間の変更をお願いすることがあります。
＊予約なしの当日受付も可能ですが、スムーズに健診が進められるように予約をご利用ください。
＊国保特定健診、後期高齢者健診を受診される方は、受診券・保険証をご持参ください。
＊健診結果は、約 1ヶ月後に郵送します。

　【お問い合わせ】
　　　がん検診について
　　　　役場福祉保健課健康相談室（町民センター内） ☎672－5580
　　　国保特定健診・後期高齢者健診について
　　　　役場住民課 ☎672－5984

今年度、最後の集団健診です！
ぜひ、お受けください！

○印が受診可能な項目です

学習会のおしらせ  
日　　　　　　時 場所

血圧の学習会 11月10日（木） 午前10時から
11時30分 町民センター

糖の学習会 11月16日（水）

＊かしこくおいしく食べる方法を一緒に学びましょう！！
　　参加希望の方は、役場福祉保健課　健康相談室（町民センター内）（☎672－5580）まで

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

広報いたの11月No.494.indd   12 2016/10/28   8:54:52



お　
知　
ら　
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●
いたの　すがお
2016年11月号

13

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

  
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

●
日　

時

　

十
一
月
十
八
日（
金
）

　

午
後
一
時
〜
三
時

●
場　

所

　

板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

　
（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
ご
と
の

 

開
催
で
す
。）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

 

（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

　
　

☎
六
七
九

－
四
四
四
〇

　

歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
筋
力
の

低
下
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
衰
え
か

ら
転
ん
で
骨
折
し
た
り
、
骨
粗
鬆

症
が
進
行
し
て
、
そ
の
ま
ま
寝
た

き
り
と
な
っ
て
し
ま
う
高
齢
者
の

方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
介
護
予
防
を
目
的
と
す
る

観
点
か
ら
は
日
頃
か
ら
筋
力
・
体

力
を
生
活
の
中
で
維
持
で
き
る
よ

う
体
操
な
ど
の
運
動
を
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

転
ば
な
い
た
め
の
体
操
を
ご
紹

介
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
程
及
び
場
所

　

十
一
月
十
六
日（
水
）

　
　

板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

　

十
一
月
十
八
日（
金
）

　
　

町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

十
一
月
二
十
五
日（
金
）

　
　

南
公
民
館

●
時　

間

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

 

二
時
三
十
分

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

板
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
六
七
二

－

一
○
二
六

お元気ですか 保健師です。お元気でお元気ですか 保健師か 保健師です。
季節性インフルエンザ予防接種を実施します。

（対象者）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
板野町に住民登録がある方で、
①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓又は呼吸器機能に障害がある方（日常生活が極度に制限さ
れる程度の障害）及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に障害がある方（日常生活がほとん
ど不可能な程度の障害）

前記①、②以外の方は、任意予防接種となり全額自己負担になります。
（接種当日持参するもの）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
①の方は、健康手帳（お持ちでない方には、接種済証を交付します）、保険証（本人確認のため、ご
持参ください）

②の方は、健康手帳、身体障害者手帳（又は医師の診断書）
（実施期間）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
平成28年11月 1日から平成29年 1月15日まで（ただし、ワクチンがなくなり次第終了になります。）
〈接種を受けることができる医療機関〉

医療機関名 住　所 電話番号 医療機関名 住　所 電話番号
井 上 病 院 犬伏 672－1185 豊 岡 医 院 大寺 672－0052
近 藤 内 科 医 院 那東 672－5630 ファミリークリニックしんの 下庄 672－5148
三 愛 内 科 吹田 672－0176 福 島 内 科 西中富 672－4970
新 野 医 院 下庄 672－0571 みやざき内科診療所 羅漢 672－6618
竹 本 内 科 大寺 672－0174
※接種費用は医療機関によって異なります。接種を希望される方は各医療機関にお問い合わせください。接種代金の
うち町が2，309円を補助します。
※65歳以上の生活保護世帯の方は接種代金のうち町が3，909円を補助します。医療機関の窓口にて申請してください。

【お問い合わせ】役場福祉保健課　☎672－5986

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●
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平成28年度　在宅医療・介護連携推進事業

自分らしい人生の終末に備えよう

～在宅医療講演会～
住民の皆様、どなたでもご参加いただけます（定員100名）

●日　時：11月13日（日）　午前10時～午後 0時30分（受付午前 9時30分～）

●場　所：藍住町民シアター（藍住町役場 4階）（藍住町奥野字矢上前52番地 1）

人は生まれたら、いつか必ず死を迎えます。
「死」をタブー視せず、元気なうちに話し合うことができれば、人生の最終章を迎える前に感じる不安がきっと少なく
なります。
大切な家族をどう看取りたいか？　自分はどう看取られたいか？　ぜひ一緒に考えてみましょう。

特別講演「どう看取るか どう看取られたいか」
　　　　　　国民健康保険　上勝町診療所　所長
　　　　　　　　　　　　　　木　下　英　孝 先生
演　　習「事前指示書を書いてみよう」
　　　　　　徳島県立三好病院　がん診療支援センター長
　　　　　　徳島県立中央病院　臨床腫瘍科部長
　　　　　　　　　　　　　　寺　嶋　吉　保 先生

申し込み・お問い合わせ
　板野郡医師会　担当：山口

☎692－8836　FAX：692－5513
〔主催〕板野郡医師会
〔共催〕藍住町　松茂町　北島町　板野町　上板町

※当日はＡＩテレビの撮影が入る予定です

➡

➡

⬆⬆
⬅

⬇

板野町（板野I.C）へ 鳴門へ
藍住西小学校

ダイキ
キョーエイ

北島町へ
板野町へ

藍住I.C

ママの店

藍住中学校
町立図書館

藍住南小学校

キリン堂

スーパーセブン藍住店
名田橋（徳島市へ）

応神町へ

藍住町役場
藍住町民シアター
（役場4階）

10月2日（日）、文化の館で開催された在宅医療講演会「住み慣れた地域で
最期まで暮らし続けるために」は、11月下旬にＡＩテレビで放送予定です。

要申込

くらしサポートセンター板野くらしサポートセンター板野

 ご相談ください 

　●ニート、ひきこもりの家族がいる
　●仕事がなかなか見つからない
　●病気による将来への不安
　●経済的に苦しくて生活していけない
　●悩むばかりでどこに相談したらいいかわからない

くらしサポートセンター板野
（板野町社会福祉協議会内）

相談窓口

 生活困窮者自立支援事業　あなただけの支援プランを作ります 
生活に、困りごとや不安を抱えている場合は、まずは窓口にご相談ください。
相談支援員が相談を受けて、どのような支援が必要かを一緒に考え、
具体的な支援プランを作成し、寄り添いながら自立に向けた支援を行います。

お問い合わせ
くらしサポートセンター板野（板野町社会福祉協議会内）
☎672－0051　ＦＡＸ672－5894

受 付 時 間 月曜日～金曜日　午前 9時～午後 5時
（土・日・祝・年末年始をのぞく）

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●
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「町税や国保税、また水道使用料・
住宅使用料・住宅新築資金等貸付金

などの納付」について
　板野町では、今年も11月を「町税や国保税、また水

道使用料・住宅使用料・住宅新築資金等貸付金などの

徴収月間」と定め、督促状や催告通知書を発送させて

いただくとともに、一部のご家庭につきましては、町

職員が町税納付や納付相談のため、直接ご家庭を訪問

させていただく予定としております。

　ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　

口
座
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期
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融
機
関
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再
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。
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●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●
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自　衛　官　（学　生）　受　付　案　内
募　集　種　目 資　格 受　付　期　間 試　験　日 そ　の　他

自衛官
候補生

（男子） 18歳～27歳
未満の男子

年間を通じて
行っております。

受付時に
お知らせします。

 1　試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
 2　試験種目：筆記試験、作文、口述試験、
　　　　　　　適性検査及び身体検査
詳しい内容については、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

高等工科
学校生徒

推薦
男子で中卒（見込含）17歳未
満の、成績優秀かつ生徒会活
動に顕著な実績を納め、学校
長が推薦できる者

11月1日～
 １2月2日

平成29年1月7日～
　1月9日までの間
 の指定する1日

試験会場
　高等工科学校本校（神奈川県横須賀市）
詳しい内容については、下記のお問い合わせ先までご連
絡ください。

一般
15歳以上17歳未満（男子）
（28年3月に中学校卒業又は
中等教育学校の前期課程修了
見込含）

11月1日～
平成29年1月6日 平成29年1月21日

 1　試験会場（1次試験）：海上自衛隊徳島教育航空基地
 2　試験科目（1次）：筆記試験、作文
　　　　　　（2次）：口述試験（個別面接）、身体検査
詳しい内容については、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

貸費学生（技術）

大学の理学部、工学部の 3・4年次
又は大学院（専門職大学院を除く）
修士課程在学（正規の修業年限を終
わる年の4月1日現在で26歳未満（大
学院修士課程在学者は28歳未満））

11月1日～
平成29年1月10日 平成29年1月28日

 1　試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
 2　試験科目：筆記試験、小論文、口述試験及び
　　　　　　　身体検査
詳しい内容については、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

防衛大学校 一般
（後期）

高卒（見込含）
21歳未満

平成29年1月21日
　　　　　～27日

1次
　平成29年2月18日
2次
　平成29年3月10日

試験会場
 1次試験　受付時に連絡します。
 2次試験　防衛大学校本校（神奈川県横須賀市）
詳しい内容については、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

お知らせ 11月23日、午後 1時30分から北島町役場 5階で高等工科学校の説明会を実施します。（事前申込が必要）
詳しくは、徳島地方協力本部ホームページをご覧ください。

お問い合わせ先：自衛隊　徳島地方協力本部　鳴門地域事務所（☎685-5306）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

　板野西小学校では、昨年度の町内小中学校共通テーマである「あいさつ」「時間を守る」「命を守る」を基盤として、
今年度は、「あいさつ」「豊かな学び」「自ら活動」「ふるさとを愛する」を重点目標として取り組んでいます。
　「あいさつ」では、全学年共通で、「あかるい、いつも、さきに、つづけて」を目標にしています。朝のあいさつ
運動では、毎朝 5・6年生児童 2名ずつの計 4名がローテーションで職員室から順に全学年の教室を巡回し、「おは
ようございます。」の声が校舎に響き渡っています。この活動は、自分からあい
さつをする意識を持たせるだけでなく、高学年としての自覚を育てる場や西小
の伝統を受け継いでいく場として大切な時間となっています。
　「豊かな学び」では、授業の始めに「学習のめあて」を明確にし、学習内容を
意識させるとともに、「話し合い・学び合い」等の活動を設定し、考えを深める
場としています。終わりには、板書をもとに「ふり返り」を行い、定着を図っ
ています。また、校外学習や体験的な活動を通して、地域の方とふれあい、教
室や教科書では学べない豊かな学習を展開するとともに、お世話になった方へ
のあいさつやお礼の手紙等で感謝の思いを伝えています。
　「自ら活動」では、アイデンティティ（自分らしさや信念）を持った子どもの姿を目指して、自ら考えて行動する

場として、高学年を中心にわくわくキッズ集会の運営や朝のボランティア清掃（校
舎内外）を行っています。
　「ふるさとを愛する」では、自分たちを育ててくれる「板野のまち」を、これ
までの成長過程も含めて大切にし、今も未来も誇りに思える人づくりを目指して
います。人権教育を全教育活動の基盤とし、児童の自己肯定感を高められるよう、
保護者や地域、町内各校との連携を推進し実践に取り組んでいます。
　「あいさつ」を軸にして、中学校と町内 3小学校の教員が一貫した指導を進め
ることで、板野町の子どもたちの豊かな成長をめざしていきたいと思います。

　　「あいさつ」でつながる心　　「あいさつ」でつながる心
板野町内3小学校と中学校で共通した取り組み

板野西小学校の取り組み

第
四
回

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●
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国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と
同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成28年 1月から12月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分
や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を
支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成28年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調
整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となり
ます。
　このため、平成28年 1月 1日から 9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、11月
上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の
提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（平成28年10月 1日から12月31日
までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の 2月上旬に送られます。）
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる
制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

●お問い合わせ●　役場住民課　☎672－5984

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です

入札結果をお知らせします
番号 委　託　業　務　名 委　託

業務箇所 業　者　名 担当課 金額
（税込み） 落札率 備考

1 平成28年度（仮称）道の駅い
たの整備事業基本設計業務 板野町川端 （株）フジタ建設

　コンサルタント 建設課 13,608,000円 89．81％

2 平成28年度（仮称）道の駅い
たの整備事業補償調査業務 板野町川端 （株）補償実務 建設課 4,017,600円 89．64％

3 平成28年度板野町公共下水
道事業経営戦略策定業務 板野町内 中日本建設コンサルタ

ント（株）徳島事務所 下水道課 2,700,000円 89．61％

番号 工　　事　　名 工事箇所 業　者　名 担当課 金額
（税込み） 落札率 備考

1 平成27年度繰越　町単
独土木事業　道路工事

板野町古城　市川
宅の所　第一工区（株）月岡組 建設課 2,550,960円 87.16%

2 平成28年度　町単独土
木事業　道路工事

板野町古城　市川
宅の所　第二工区（有）橋本土建 建設課 2,471,040円 87.33%

3 平成28年度　町単独土
木事業　道路工事

板野町古城
板東地先 小山建設（有） 建設課 2,745,360円 87.05% 抽選

4 平成28年度　町単独土
木事業　道路工事

板野町大坂
十楽寺南 明松建設（有） 建設課 1,492,560円 87.47%

5 平成28年度　町単独土
木事業　排水工事

板野町大寺　郡頭橋
から小林宅　外 1件（有）山本建設 建設課 2,509,920円 87.37%

6 平成28年度　町単独土
木事業　舗装工事

板野町矢武
宮川内谷川左岸 （株）吉岡組 建設課 2,966,760円 86.93% 抽選

7 平成28年度板野町公共下水
道　大坪 6工区管渠築造工事 板野町犬伏 （株）小川土木 下水道課 24,788,160円 88.11% 抽選

8 平成28年度板野町公共下水道　
岡山路 11工区管渠築造工事 板野町大寺 （株）金岡組 下水道課 12,348,720円 87.75%

9 平成28年度板野町公共下水道　
岡山路12工区管渠築造工事 板野町大寺 （有）栄建設 下水道課 9,845,280円 88.08%

10 平成28年度　板野町公共下水道事
業に伴う犬伏地区配水管移設工事 板野町犬伏 小山建設（有） 水道課 3,406,320円 87.37%

平成28年 9月26日入札

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●
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町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツSP

O
R
TS

SP
O
R
TS

板野ぴょん太スポーツクラブ板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
11／6 7 8 9 10 11 12

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

13 14 15 16 17 18 19
クリーン
ウォーキング
午前 9時～

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室

20 21 22 23 24 25 26
あさん
ウォーキング
フェスタ

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

27 28 29 30 12／1 2 3
健康の館
フェスティバル

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

楽しいテニス カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

標準営業約款制度

［Ｓマーク］
をご存じですか！
　標準営業約款制度は、
法律で定められた消費者
（利用者）擁護に資するた
めの制度です。
　厚生労働大臣認可の約
款に従って営業すること
を登録した、「理容店」、「美
容店」、「クリーニング店」、

「めん類飲食店」、「一般飲食店」では、店頭に
Ｓマークを掲げています。登録店は、安心・安全・
衛生を約束する信頼できるお店です。
　詳しくは、（公財）徳島県生活衛生営業指導
センター（☎623－7400）までお問い合わせ
ください。

第71回第71回

国民体育大会出場者国民体育大会出場者
　10月 1日から10月11日まで岩手県で開催さ
れた第71回国民体育大会に板野町から次の 3
名の方が、選手並びに監督として出場しました。

第71回 国民体育大会出場者名（敬称略）

氏　　名 競　　技

早
ハヤ

　雲
クモ

　朋
トモ

　彦
ヒコ 卓球（選手）

成年男子

澁
シブ

　谷
ヤ

　元
モト

　張
ハル 相撲（監督）

成年男子

岩
イワ

　川
カワ

　大
ダイ

　助
スケ 相撲（監督）

少年男子

厚生労働大臣認可

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●
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●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●
いたの　すがお
2016年11月号

19

創
立
一
一
〇
周
年
記
念
式
典
・
講
演

板
野
高
等
学
校

　ガ
ンバレ

　ガ
ンバレ

　ガ
ンバレ

地元高校地元高校地元高校

11月・12月の休館日　表中 

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 №
248

文
化
の
館
だ
よ
り

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
は
な
し
会   

日
時　

十
一
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　

午
後
二
時
三
〇
分
〜

会
場　

文
化
の
館

　
　
　

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
容　

紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　

無
料
で
す
。

新
し
く
は
い
る
本   

シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
の
憂
鬱 

近
藤　

史
恵
／
著

ア
ノ
マ
リ
ー 

松
岡　

圭
祐
／
著

犯
罪
小
説
集 

吉
田　

修
一
／
著

天
を
灼
く 

あ
さ
の　

あ
つ
こ
／
著

梅
も
ど
き 

諸
田　

玲
子
／
著

か
が
や
き
荘
ア
ラ
サ
ー
探
偵
局

 

東
川　

篤
哉
／
著

リ
ー
チ
先
生 

原
田　

マ
ハ
／
著

慈
雨 

柚
月　

裕
子
／
著

恋
の
ゴ
ン
ド
ラ 

東
野　

圭
吾
／
著

壁
の
男 

貫
井　

徳
郎
／
著

サ
バ
ン
ナ
の
い
ち
に
ち 
斉
藤　

洋
／
作

七
五
三
だ
よ
一
・
二
・
三

 

長
野　

ヒ
デ
子
／
作

た
べ
も
の
の
お
は
な
し　

オ
ム
ラ
イ
ス

 

森　

絵
都
／
作

み
つ
け
て
ん

 

ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ッ
セ
ン
／
作

ふ
た
り
は
バ
レ
リ
ー
ナ

 

バ
ー
バ
ラ
・
マ
ク
リ
ン
ト
ッ
ク
／
作

新
着
図
書
案
内

「
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
」

 

山
田　

正
紀
／
著

　

宮
沢
賢
治
研
究
に
生
涯
を
捧
げ
た
母

の
希
望
で
、
花
巻
ま
で
散
骨
に
訪
れ
た

僕
は
、
交
通
事
故
に
遭
う
。
そ
の
事
故

を
き
っ
か
け
に
、
自
分
が
宮
沢
賢
治
の

亡
く
な
る
前
の
日
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
物

語
と
現
実
が
混
淆
す
る
異
様
な
殺
人
事

件
に
遭
遇
す
る
。

「
み
か
ん
の
め
い
さ
ん
ち
」

 

平
田　

昌
弘
／
作

　

親
戚
の
お
じ
さ
ん
か
ら
み
か
ん
が

い
っ
ぱ
い
送
ら
れ
て
き
た
。
お
じ
さ
ん

の
住
む
町
は
み
か
ん
の
名
産
地
。
み
か

ん
の
名
産
地
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
町

中
み
か
ん
で
い
っ
ぱ
い
な
ら
…
水
道
か

ら
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
が
出
る
の
か
な
？

12月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

　

十
月
十
八
日
、
創
立
百
十
周
年
記
念
式
典
・
講
演
・
祝
賀
行
事

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
は
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年

に
、
板
野
郡
立
蚕
業
学
校
と
し
て
創
立
し
、
十
月
十
八
日
に
第
一

回
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
校
名
の

変
更
や
分
校
・
定
時
制
の
設
置
・
統
廃
合
、
学
科
再
編
な
ど
の
変

遷
を
経
て
現
在
に
至
り
、
創
立
以
来
二
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
、
徳
島
県
知
事
、
徳
島
県
議
会
議
長

の
ご
祝
辞
や
、
感
謝
状
・
表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

二
部
で
は
、
本
校
卒
業
生
で
徳
島
銀
行
専
務
取
締
役
を
務
め
る
板

東
豊
彦
氏
に
よ
る
記
念
講
演
並
び
に
、
祝
賀
行
事
と
し
て
鴨
島
鳳

翔
太
鼓
と
本
校
生
徒
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
誠

実
」「
努
力
」「
前

進
」
の
校
訓
と

「
耕
不
尽
」
の
校

是
を
胸
に
、
地

域
の
「
人
財
」

を
育
成
す
る
と

い
う
責
任
を
強

く
自
覚
し
、
教

育
活
動
に
邁
進

す
る
所
存
で
す

の
で
、
倍
旧
の

ご
支
援
・
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

祝賀行事　鴨島鳳翔太鼓と本校生徒の共演

記念式典
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堤　

高
数

其
の 

六
十
八

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

　

板
野
町
犬
伏
に
古
い
堂
々
と
し

た
庚こ

う

申じ
ん

塔と
う

が
あ
る
。
犬
伏
の
郷
社

諏す

訪わ

神
社
境
内
の
東
側
、
原
生
林

の
ム
ク
の
大た

い

木ぼ
く

が
お
お
っ
た
山や

ま

裾す
そ

の
、
撫む

養や

街か
い

道ど
う

に
面
し
建こ

ん

立り
ゆ
う

さ
れ

て
い
る
。

　

短た
ん

冊ざ
く

型
方
形
の
石
塔
だ
。
庚
申

塔
の
形
は
、
自
然
石
、
舟
形
、
方

形
、
宝
塔
形
、
伽が

藍ら
ん

塔と
う

形
が
あ
る

が
、
犬
伏
の
庚
申
塔
は
、
方
形
の

上
に
ど
っ
し
り
と
し
た
笠か

さ

石い
し

を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
は
石
の
擬ぎ

宝ぼ

珠し

を

飾
っ
て
い
る
。

　

方
形
碑ひ

の
高
さ
縦た

て

約
一
メ
ー
ト

ル
、
横
幅
約
四
十
セ
ン
チ
、
厚
さ

約
二
十
五
セ
ン
チ
程
の
形
に
、
上

石
の
高
さ
だ
。

　
「
寛
文
十
三
年
十
月
廿
四
日
」

「（
梵ぼ

ん

字じ

）
奉ほ

う

供く

養よ
う

庚
申
○
一い

ち

座ざ

為に
せ
い
あ
ん
ら
く
の
た
め

二
世
安
楽
」「
十
月
廿
四
日
」と
、

難
読
だ
が
碑
の
表
面
に
刻
さ
れ
て

い
る
。碑
の
笠
石
と
擬
宝
珠
は
苔こ

け

が

む
し
て
い
る
。碑
は
笠
石
が
雨
や
雪

を
お
お
い
、石
の
肌
の
ま
ま
だ
。

　

こ
の
庚
申
塔
は
、
三
百
四
十
三

年
前
に
建
立
さ
れ
た
。
江
戸
時
代

初
期
寛
文
十
三
（
一
六
七
三
）
年

だ
。
碑
の
刻こ

く

字じ

に
「
庚
申
」
と
あ

り
、
明
ら
か
に
庚
申
塔
だ
。
徳
川

幕
藩
体
制
が
整と

と
の

い
は
じ
め
た
、
四

代
将
軍
徳
川
家い

え

綱つ
な

の
時
代
だ
。

　

庚
申
塔
は
庚
申
信
仰
か
ら
生
ま

れ
た
。
そ
の
信
仰
は
平
安
時
代
か

ら
、
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
日
本

全
国
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
台
所

の
神
「
荒こ

う

神じ
ん

」
と
は
、
別
の
信
仰

形
態
だ
。

　

窪
徳
忠
が
著あ

ら
わ

し
た
書
『
庚
申
信

仰
』（
昭
和
三
十
一
年
山
川
出
版

社
刊
）
は
、
次
の
よ
う
に
庚
申
信

仰
を
説
明
し
て
い
る
。

　

―
昔
は
年
や
日
を
、
い
ま
の
よ

う
に
昭
和
三
十
一
年
三
月
三
日
な

ど
と
い
わ
ず
に
、
昭
和
丙へ

い

申し
ん

と

か
、
三
月
己き

巳し

な
ど
と
い
っ
て
い

た
。
こ
の
丙
申
や
己
巳
は
、「
エ
ト
」

（
干
支
）
の
一
つ
で
あ
る
。
エ
ト

と
は
、
甲
・
乙
・
丙
・
丁
か
ら
癸き

ま
で
十
干
と
、
子ね

・
丑う

し

・
寅と

ら

か
ら

亥い

ま
で
の
十
二
支
と
を
、
甲こ

う

子し

・

乙い
っ
ち
ゆ
う

丑
と
い
う
工
合
に
順
々
に
組
み

合
わ
せ
て
つ
く
っ
た
も
の
で
、
十

と
十
二
の
数
を
組
み
合
わ
せ
る
か

ら
、
す
べ
て
で
六
十
通
り
の
組
合

せ
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ

に
、
十
干
の
七
番
目
の
庚
（
カ
ノ

エ
）
と
、
十
二
支
の
九
つ
め
の
申

（
サ
ル
）
と
の
組
合
せ
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
日
に
あ
て
た
の
が
庚
申
の

日
で
あ
る
。
こ
の
日
に
は
、
そ
の

エ
ト
の
名
に
ち
な
ん
で
、
庚
申
待

と
か
申さ

る

待ま
ち

と
い
う
行
事
を
や
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。

　

古
代
、
庚
申
の
日
、
虫
が
人
間

の
身
体
か
ら
抜
け
、
天
に
昇
り
、

隠
し
事
を
天
に
密
告
す
る
と
さ

れ
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
庚
申
待

は
夜
通
し
行ぎ

ょ
う

を
し
た
と
い
う
。

　

庚
申
そ
の
も
の
は
、
多
く
の
信

仰
の
複
合
に
よ
り
、
形
成
さ
れ
た

日
本
独
特
の
信
仰
と
さ
れ
る
。

　

日
本
の
仏
教
こ
と
に
密
教
、
神

道
、
古
神
道
、
修し

ゅ

験げ
ん

道ど
う

、
そ
し
て

中
国
伝
来
の
道
教
も
、
そ
の
信
仰

に
入は
い

っ
て
き
て
い
る
。

　

も
と
も
と
庚
申
の
成
立
は
、
道

教
か
ら
と
い
う
説
、
さ
き
に
記
し

た
日
本
古
来
の
宗
教
の
複
合
体
か

ら
成
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。
も
と

も
と
庚
申
信
仰
は
、
日
本
独
特
の

複
雑
な
信
仰
形
態
だ
。

　

庚
申
塔
の
あ
る
地
に
は
、
必
ず

庚
申
を
信
仰
し
、
庚
申
講
が
生
ま

れ
、
講
の
行
事
庚
申
待
が
あ
っ

た
。
お
お
よ
そ
庚
申
待
は
次
の
よ

う
だ
。

　

―
庚
申
の
日
に
は
南
方
に
た
な

を
か
ざ
り
、
香
華
・
燈
明
・
赤
い

花
を
そ
な
え
る
。
行
事
は
申さ

る

の
刻こ

く

（
午
後
四
時
）
か
ら
は
じ
め
る
が
、

そ
の
と
き
に
は
南
に
向
か
っ
て
す

わ
る
。
戍い

ぬ

亥い

の
刻
（
午
後
八
時
～

午
後
十
時
）
に
は
五
穀
を
そ
な
え

て
、
文
珠
・
薬
師
な
ど
の
過
去
七

仏
を
念
ず
る
。
子ね

の

丑う
し

の
刻
（
午
前

零
時
～
午
前
二
時
）
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
供
物
や
赤
ま
た
は
白
の
飯

を
そ
な
え
て
、
青
面
金
剛
な
ど
の

現
在
七
仏
を
念
ず
る
。
念
ず
る
と

き
に
は
、
み
な
南
方
に
向
か
っ
て

三
十
三
度
礼
拝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
寅と

ら

卯の
う

の
刻
（
午
前
四
時
～

午
前
六
時
）
に
は
、
洗
米
・
赤
飯

そ
の
ほ
か
も
ろ
も
ろ
の
菓
子
を
そ

な
え
る
。
ま
た
「
諸
行
無
常
、
是

犬伏の庚申塔

庚庚こ
う
こ
う

申申じ
ん
じ
ん

塔塔と
う
と
う

が
物
語
る
庚
申
講

が
物
語
る
庚
申
講

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

生
滅
法
、
生
滅
滅
己
、
寂
滅
為
楽
」

な
ど
の
お
と
な
え
ご
と
を
す
る
。

　

庚
申
塔
が
あ
る
犬
伏
に
は
、
庚

申
講
が
あ
り
、
六
十
日
に
一
回
庚

申
待
を
行
じ
た
証あ
か
し

だ
。
講
世
話
役

の
当と

う

家や

に
、
里
人
が
集
ま
り
、
座

敷
の
御
床
に
は
、
青
面
金
剛
、
猿

田
彦
、
帝
釈
天
の
ど
れ
か
の
掛
け

軸
が
か
け
ら
れ
た
。

　

九
月
二
十
二
日
（
木
）
秋
分
の

日
、犬
伏
の
庚
申
塔
を
た
ず
ね
た
。

近
く
の
民
家
三
、四
軒
で
、
塔
の

由
緒
な
ど
た
ず
ね
て
み
た
。
も
う

詳く
わ

し
く
は
判
ら
な
い
と
の
こ
と
、

庚
申
待
は
す
で
に
す
た
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
し
か
し
塔
の
前
の
木
の

賽さ
い

銭せ
ん

箱ば
こ

に
、
十
円
と
一
円
の
玉
が

祭
ら
れ
て
い
た
。
ま
だ
こ
こ
に
参

詣
者
が
あ
り
、
信
仰
は
残
さ
れ
て

い
た
。・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

広
報
い
た
の　

す
が
お
十
月
号

の
ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩
「
新し
ん

開が
い

誉よ

一い
ち

あ
お
い
さ
ん
を
創
立
す
」

の
記
事
は
、
京
都
大
学
大
学
院　

人
間
・
環
境
学
研
究
科　

博
士
後

期
課
程　

金
田
伊
代
さ
ん
よ
り
情

報
提
供
を
受
け
、掲
載
し
ま
し
た
。
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お　
知　
ら　
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●
いたの　すがお
2016年11月号

21

平成28年度平成28年度  板 野 町 文 化 祭板 野 町 文 化 祭
　芸術・文化・実りの秋。

　板野町文化協会のみなさんが、この一年間の成果を一堂に会し、披露してくれます。

　芸術・文化に触れ、紅葉を楽しみながら過ごしてみませんか。

ところ 　文化の館　　 入場料 　無　料

お問い合わせ　文化の館　☎672－5888

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２8
年
10
月
25
日
現
在

人口のうごき

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,624 1,240 1,700 6,564 △ 6　

女 3,993 1,362 1,746 7,101 △ 21　

合　計 7,617 2,602 3,446 13,665 △ 15　

世　帯 3,204 1,038 1,346 5,588 △ 7　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

親　

の　

氏　

名

子　
の　
名

住　
　

所

性　
別

弓　

場　

慎　

一　

・　

典　

子

楠　

本　

祐　

樹　

・　

亜　

耶

加　

藤　

博　

夫　

・　

愛　

弓

林　
　
　

和　

弥　

・　

未
有
希

井　

内　

剛　

士　

・　

真　

衣

小　

川　

貴　

広　

・　

麻　

実

悠ハ

ル　

生キ

妃ヒ
　
ナ
　
ノ

梨
乃

虹ニ　

笑コ

杜ト
ウ　

真マ

　

快カ
イ

　

奏
カ
ナ
デ

川　
　

端

下　
　

庄

川　
　

端

下　
　

庄

羅　
　

漢

大　
　

寺

男女女男男男

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏　
　
　
　
　

名

年　
　

齢

住　
　

所

犬

伏

弘

之

原

田

　

徹

礒

田

鉄

雄

石

川

　

明

村

澤

博

子

5981728580

西 

中 

富

吹　
　

田

矢　
　

武

大　
　

寺

大　
　

寺

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

夫　

の　

氏　

名

住　
　

所

妻　

の　

氏　

名

住　
　

所

稲　

井　

直　

諒

西
中
富

古　

川　

理　

恵

小
松
島
市

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●
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お　
知　
ら　
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●
いたの　すがお
2016年11月号

22

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
１1

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
１2

17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 日

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 曜
日

1
歳
6
ヶ
月
児
健
康
診
査(

町
民
セ
ン
タ
ー)　

受
付
午
後
1
時
15
分
〜
1
時
30
分

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
（
受
付
2
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談
（
東
公
会
堂
）　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

板
野
町
文
化
祭
（
文
化
の
館
）　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

板
野
町
芸
能
祭
（
文
化
の
館
）　

午
後
0
時
30
分
開
演

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

板
野
町
文
化
祭
（
文
化
の
館
）　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

血
圧
の
学
習
会
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
〜
12
時

立
冬

第
10
回
ふ
れ
あ
い
隣
保
館
ま
つ
り
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
〜

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
市
）　

午
後
1
時
〜

行　

事
╱
事　

業

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 日

土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 曜
日

大
雪

1
歳
6
か
月
児
聴
力
検
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
9
時
〜
9
時
15
分

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
（
受
付
3
時
30
分
ま
で
）

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

特
設
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

総
合
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
8
時
〜
10
時

行　

事
╱
事　

業

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●
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お　
知　
ら　
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●
いたの　すがお
2016年11月号

23

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 日

水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 曜
日

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

糖
の
学
習
会
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ラ
ー
ジ
卓
球
（
健
康
の
館
）　

午
後
7
時
30
分
〜

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
1
時
15
分
〜
1
時
30
分

勤
労
感
謝
の
日

小
雪

あ
さ
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ 

in 

い
た
の
（
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
）

10
㎞
開
会
式　

午
前
8
時
30
分　
（
10
㎞
受
付
午
前
7
時
30
分
〜
・
4
㎞
受
付
午
前
9
時
30
分
〜
）

資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
市
）　

午
後
2
時
〜

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　

午
後
2
時
30
分
〜
3
時

行　

事
╱
事　

業

当
番
医

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
〜
22
時
30
分

　

休
日
：
９
時
〜
22
時
30
分

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　

北
島
町　

き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　

藍
住
町　

稲
次
整
形
外
科
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日　

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　

板
野
町　

東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
╱
電
話
番
号

11　月
5

土

安

芸

内

科
藍
住
町

６
９
２

－

６
１
１
１

6

日

川

原

眼

科
上
板
町

６
９
４

－

８
３
８
８

7

月

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
８

－

８
６
５
５

8

火

堀
口
整
形
外
科
北
島
町

６
９
８

－

５
１
１
１

9

水

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
８

－

０
３
０
３

10

木

越
智
内
科
胃
腸
科
北
島
町

６
９
８

－

３
１
１
１

11

金

平

野

内

科
北
島
町

６
９
８

－

８
０
６
０

12

土

中
川
整
形
外
科
藍
住
町

６
４
１

－

２
２
８
８

13

日

か
ま
だ
眼
科
松
茂
町

６
７
８

－

８
５
８
５

14

月

山
田
外
科
内
科
北
島
町

６
９
８

－

５
５
０
０

15

火

吉
野
川
病
院
北
島
町

６
９
８

－

６
１
１
１

16

水

片

山

医

院
北
島
町

６
９
８

－

２
６
２
５

17

木

新

居

内

科
北
島
町

６
９
８

－

８
８
０
８

18

金

田
根
内
科
胃

腸

科

医

院
北
島
町

６
９
８

－

０
１
２
３

19

土

稲

次

整

形

外

科

病

院
藍
住
町

６
９
２

－

５
７
５
７

20

日

高

田

整

形

外

科

病

院
北
島
町

６
９
８

－

８
６
８
９

21

月

い

の

も

と

眼

科

内

科
北
島
町

６
９
８

－

８
８
８
７

22

火

浜

病

院
藍
住
町

６
９
２

－

２
３
１
７

23

水

野
田
（
五
）
医
院
上
板
町

６
９
４

－

２
０
０
８

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
╱
電
話
番
号

11　月
24

木

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
７

－

２
２
２
１

25

金

つ

か

さ

ク

リ

ニ

ッ

ク
北
島
町

６
９
７

－

２
３
２
３

26

土

森

本

医

院
藍
住
町

６
４
１

－

４
１
４
１

27

日

友

成

医

院
上
板
町

６
９
４

－

５
５
１
５

28

月

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
７

－

３
２
１
３

29

火

健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
８

－

９
６
２
９

30

水

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
７
８

－

７
１
４
１

12　月
1

木

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

６
９
７

－

２
３
２
２

2

金

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科
北
島
町

６
９
８

－

５
１
０
８

3

土

清

水

内

科
藍
住
町

６
９
２

－

８
９
０
０

4

日

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

６
３
７

－

６
０
６
６

5

月

香

川

内

科
藍
住
町

６
９
２

－

９
７
７
０

6

火

森

本

医

院
藍
住
町

６
４
１

－

４
１
４
１

7

水

中
川
整
形
外
科
藍
住
町

６
４
１

－

２
２
８
８

8

木

稲

次

整

形

外

科

病

院
藍
住
町

６
９
２

－

５
７
５
７

9

金

浜

病

院
藍
住
町

６
９
２

－

２
３
１
７

10

土

あ
い
ず
み
皮
ふ
科
藍
住
町

６
９
２

－

９
２
１
１

※ 

休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
し
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●
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お　
知　
ら　
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●
いたの　すがお
2016年11月号

24

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　

先
日
、
板
野
西
部
消
防
組
合
の

救
命
士
を
講
師
に
迎
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
な
ど
の
救
命
処
置
に
つ

い
て
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

応
急
手
当
の
基
礎
知
識
に
つ
い

て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
後
、
訓
練
用

の
人
形
を
使
っ
て
、
胸
骨
圧
迫
や

人
工
呼
吸
に
つ
い
て
実
技
を
行
い

ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
実
際
に
体
験
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

あ
と
が
き

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

板野保育園・板野わかば保育園親子運動会

最初はみんなで
最初はみんなで

　　　　元気体操！

　　　　元気体操！ よーいどん！
よーいどん！

しっかり胸をはって、体をのばして体操したよ。しっかり胸をはって、体をのばして体操したよ。 おともだちと一緒に走るの楽しいよ。おともだちと一緒に走るの楽しいよ。

9/17
（土）

h�ps://telecomedia-saiyou.net/jobfind-pc/
1-1

板野町誘致企業
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